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は じ め 「に
tス トン ・カ レッヂの図書館 の一一隅 にステ ン ド・グラスが は りめ ぐらされ た一室 があ ったdこ こ
には、F・ トムズ ンの原稿,書 翰,雑 記帳,'日記,作 品;各 国 で出版 され た トムスγに関す る研究
書,作 品の翻 訳やそ の翻訳 の原稿 肖疎画1遺 品,更 た,詩 人 の緬 とも言 うぺ ぎ コベ ソ トリ.一・バ
ッ"トキ アー(CoventryPatmoτ6)の作 品,研 究 書,・肖籐 画,詩 人 と して の 才 能 を 見 い 出 し生涯 ト
ム ス ソの 保護 者 とな ったMerryEnglandの 編 集 長 ヴ ィル フ リ ド ・メ イ ネル(Wilfr三d'Meyhel1)
の原稿,書 翰,彼 の妻 でか つ女流詩人 として名 高い ア リス ・メイネル(AliceMeynel1)の作品等
が一・堂 に展 示され ていた。
トム ス ンが 生 まれ た プ レス トソにあ る 一HarrisPublicLibraryにも トム ス ソのSpecia亜Col一
隻ectlonsがあるが,例 えば原稿一つ に して も,こ こには 『雛i菊』(Daisy)他数編が 蒐集 され てい
るのみ。大英博物館にいたっては一編の詩の原稿があるのみという次第であるか ら,ト ム琴ソに関
す る文献はすべ て このボス トジ ・カ レッヂの図書館の特別室 に集めつ くされてい る と言 って も過言
ではない。
残念 なが ら現在 この部屋 は一般 の閲覧室 として使用 され ていて,蒐 集 された文献,'原稿,ノ ー ト
類は図書館内の書架にまとめて置かれているが,そ れでも一人の作家に関してここまで集めたもの
は他に類がないであろう完全な蒐集である0
,これ らの蒐 集 は,ト ム ス γ の 研 究 家 と して 名 高 い テ ラ ソ ス ・コ ノオ リー(Te■e龍ceConnolly)
が中心 とな り,多 くの原稿や書翰や貴重な出版物等が,理 解ある人々に よって寄贈 されて出来上 っ
た と言われ てい る。いかに も トムス ンの蒐 集 らしい。 この コ ノオ リーが ボス トン ・カ レッヂの英 文
学部学部長であ った1983年の夏,第 二次世界大戦が始まる前の最後の平和だった夏に英国を訪れ,
トムスソあゆか りの地,作 品の中に出て来る場所,詩 人の住んだ場所等を敬愛と感動を持 つで隈無
く歩 きジあ るいは詩人 と交友があ った人 々を訪 ねた。 この時 の経 験を,後 にFrancis7物o〃ψεoπ'
勉HisPaths"'と題 して 出版 した。評論 とも研究書.ともつ かぬ貴 重な文学紀行だが,ト ムス ソの







トムスンの死後82年,そ して コノオ リーが詩 人のゆか りの場所や人 々を訪ね歩 いてか ら最早50年
以上の歳月が過ぎている。いくら,押漬砲煙御字)傑有の タい華甲下あっても,歳月が経てば改築さ
れた り,取 り壊 された りもす るであろ う。私事 にな やが,22歳の時 にrム ス ンに出会 って以来 ち ょ
、
.'
うど30年,その間幾度か英 国を訪航 る機 会を持 ったが,プ レス トソを除 いてはゆか りの地を訪れ る
こともな く,書 店や図書館 で資料 を集 め ることに多 くの時間 を費や して きた。 コノオ リーの よ うに
トムろ ソと交友があ った人 々に会 い,、詩 人の隼 前 の話を聞 くことは最 早かなわ な くと も,作 品 や研
究書を通 して 自分な りに研究してぎた詩人と関連の～毅5場所を,'その生い立ちか ら死ま鳩 隈無 く
歩いてみたいと思い続けてきた。
ig89年の春か ら初夏にかけて,短期在外研究の機会を得たので,長 い間切望 していた実地調査を
試み るこ とが 出来 た。 トムス ンの よ うな詩人 の場合,そ の作品の多 くは,笑 生活 の経験か らその素
材を得たのではな く,.鋭い直感力 と精神生活での経験によって主題を捕えてゆ くので,・作品を伝記
的事実やそれが書かれた場所乏風土等 と照 らし合わせて解釈,:評価す ると、}う,いわゆる伝記的な
文学批評はあま り役に立たな㌧・。,それでも今回の実鞄調査から得牟 ものに多かうた61
この→文 は,生 誕の地 プ レス トγを振 出 し:に,大学 時代を過 ご した 置 ソチ.エ添久γレ詩 作活動に
捧 ち込 み は:Uめだ ス ト'一リ',ソグ ト・ソド 詩 人 と して の 円熟 期 を過 ご、し牽 づ γタサ フ ァ,晩 年 のGン ド
ソの5・ケ所 に的を絞 り,,1遅伝 記 と作品 のは ざ ま』(2⊃を辿 った記録で ある。
9邑 層P,
・F「
i ・r.一 ・:'生 誕 の 地Preston ・『;.' ,
` ・ 、 ・ ∫ ・^;1
'何処 を基点 と してみ るかに よるが
,U`K.全 体 と してみれば プ レス トソはほぼ中央 部 に あ り,
Ehgl謡dだけに限れば北西部にある。緯度は北緯54度に近 くゴ 日本の北端択捉島が北緯45度33分
であ るこ とを考 えると,い か に北にあ るかがわか る。
その プ.レス ト、シの駅 に下 一り立 ったのは5月 中旬 の夜 の九 時に近 か った。 北国の空はそ の時間 で も
まだ明る.ぐジ高 台にあ る駅 前の通 りか ら西 の方をみ る と,旧 い街並 の上はあかね色に染 ま っ て・い
た。 ロソ ドソと比 べる とコー ト一枚 分寒い。23年前 に訪 れた時の記憶 をた ど りなが ら小・さなホ テル
撫 ・・鱈,・1・ レ'が 立 ち 並 ぶ 方 へ 歩 い て 行 く。'新.しい建 物 が な く,
墜 灘翻 蹴 鞠 総羨望
,・ 入 江 の最 深 部 に あ る淀 め,.古来,交 通,・軍 事 上 の
「`
要地であ った。18世紀 までほ純然たる農村の中心
・'市場 都 市 で あ う たが ,トムス シが 生 梅ま・れ た1859年
ぺ頃には,綿工業を主 と・した工業都市へと変わ6て
い た。現在 で も,鉄 道交 通の中心地 であ:、り}ま た
WinckleyStreet,トム ス シ の 生 家 は,左 側 の
3軒目 港町 としての機能 ももって い る の で,綿 工業,
一2一
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鉄, 黄 銅の鋳 造,機 械,造 船 業が盛ん な・工業 都市 であ る。・
フ。レ ス ト ソの中心部は,駅 か ら東へ500m・程行 うた あた り'で,トムス ンの生 塚 の 7 W壼nckley
Streetは, そ の 中心 部 の 手 前BarclaysBank.'め角 を 右 に 入 った 所,伝 記 者 のE,メ イ ネル(E・
MeyneU)が"aboxofhouse・inanarrowroad"〔3,とい う よ うに,石 畳 を敷 き詰 め た 小 さ な
横丁の左側にある。・'㌧,
こめ周辺 には銀 行∫・不動産関 係の事務所が 多 く,赤 茶 色の レン ガ造 ・り で,.白い窓枠 の3階 建 て
の,ま さに箱の よ う'な7番地 の生家 も,現 在 は近 くにあ るNationalWestminsterBankの持物
で,一空家 とな ってお り,'銀行 の関係者の話 しでは,当 分 この まま に してお くとの こと
・であ っ た 。
"......andit(生家)seemedto血edisappointinglylikeany,btherhouse"")と トムス ソ自 ら
述べ てい るよ うに」外見 か らして,平 凡 な事 務所兼住 居 とい う'趣の建物 であ る。 ; `
両隣 りは5番 地がDavies,Crane・税 理士事務所,』9番地 がFair'R硫不動産 事務所,3そして 向
い8番 地は弁護 士の共 同事務所であ る。 トムス ンの死後 に プ レス トソの人 々が 手をつ く して捜 した
結果,や ら ど7、番地が詩 人の生家で ある と判明 した事実か らして も判 る ように,・この家は ただ詩 人
の生 家 とい うだけ であ って,'層.5歳まで過 ごした プ レスrソ と同様 にプ その後 の彼 の人生や 作品 にな
ん ら影響を及ぼす ことはなかった。".・ 蓼
、 .
・・白い木 の プレ∴ムに真 っ赤 な扉 のつ いた正面玄 関の右上 には,.次の よ うに刻 まれ た プ ロソズの飾
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・'この プ ラ・グの 上 部 に は,づLい 枠 の 中 に'H∫TySonSmith作 の 詩 人 の 横顔 の 恭 一 ト ・レ'イ トが あ
り,下 部 に引用 され た文は,『天の猟犬』(The」砺 瑚41げ 『Heaven)の144∴145行μ
'「郵永 遠? ・の
か くれ た る狭間砦 よ.り 時折1刺臥 の音鳴 りひ び く」であ る。.1926年,プレ久 層トγ市が 資金 を出 して
作成し た も'のだが,'何故にヒの よ うな誤 りが 生 じたのか,恐 ら.く役所 の担 当者 の単純 な ミスか ら生
心 た とお'も'われ る誤 りが あ る0'それは生 まれた 日であ るd洗 礼 を受け た教 会に残 って いる記録 に患
れ ば,・ ト ム ス ソ の 誕i生 日 は12月16目 で は な く18E=で あ'る6、 、・、・1・!'hテ・. γ .i、 ・一華"
'
b二 正面 の扉 の上に は}こ れ よ り以前∫,・1910年に地元の評論 家で画家 で もあった'Henry;Holidayの


















と簡単 な ものだが,12月18日と生年月 日は正 しい。ただ この石刻は,長 い間風雨に晒 されたために
刻まれ た文字が判読不可能 に近 くなってい る0更 に プロソズの板 には ないmiddlenameのJoseph・
が入 っでい る1。'ド
'トムス ソは
,生 後2日 目の12月20日に,こ の家か ら2キ ロ程東にあ る1838年建設,当 時は まだ新
しか った イエズス会 に属す る・SaintIganti飴教 会で洗礼を受けて,Josephの洗礼 名 を 授 か っ
.た。彼の名ずけ親 は ・JosephandMaryBlownであ ったが,ト ムス ンは最初の作品を発表 した時
に このJosephを 省略 して以 来 」 作 品 を 公 に す る際 に はFranclsTholhpsonと署 名 して・'洗礼 名
は一度 も使うていな い6
生家 のす ぐそぼにはか イグナチオ教会 よ りも古い,同 じイエ ズス会のSaintWilfrid教会が あ る
に もかがわ らず,2キ ロ程離れた イグナ チオ教会で洗礼を受 けた理 由は,ト ムス ソが 亜まれ る直 前
ま で 両親 が12SaindgnatlusSquare,つま りこの教 会 に隣 接 す る所 に 住 ん で い たか らで あ る。・
}Lの 教会で洗礼を受けた ことが何らかの感化を与 えたのだろ う。後に トムスソは大作7加IL碑 ●qf
Sα∫η'18πα'fκsLoyola(1905)を書 い た ので あ る。 ザ
トム ス ソの 生 後1年,一 家 は200m程 離れ た33AWincklySquareに 引 っ越 した。 この ウ ィ ッ
ク リー ・ス クエ ア ーは,18世 紀 末 に 弁護 士 だ らたWlllねmCrossが,親 友 のThomasWinckley
か らこの土地を買い,土地の中心に共有の広い庭園をつ くり,その長方形の庭園を囲むように家を
建 てて いった所であ る。 クロスは この広場 に,前 の土 地所有 者であ った ウィク リーの名前をつ けた
のである。
2年 前 にMarianRobertsとい うこ の広 場 に 住 む 婦 人 が 出 版 .したTheStoryOf曜"o々1召 ッ
Square,Prestonとい う小 冊 に よる'と,ク ロスが 開 発 した この一 角 は,そ の 後 彼 の 仲 間 の 弁護 士,
医者,実 業家達が次hと 立派 な家を建 てて住 んだゐで,-19世紀に入 る とプ レス トソの中の高級 住宅
地 とな り,この町に住む名士達の社交の中心地 となった。そして長い間高級住宅地 として多 くの名
士達に愛されて来たが,20世紀も半ばを過 ぎる頃から建物の若朽化 と地の利のよさか ら,弁護士,
会計士,不 動産,保 険会社の事務所 として使われ るよ うにな り,現 在 に至 っている。,、
トムス ソ一家が,短 期間ではあるが,住 んだ とされ る33Aとい.う』番地は訪 ねたが 見つか らなか っ
・
た。た だ33番地の3階 建ての建物は空 き家 として残 ってお り,・その左隣にあ る"PrestonCatholic
CollectingSocietyの事務所に問い合せ ると,33番地 の建物は,1年 前 まで生徒数約500人のPrep
Schoo1,NewmanCollegeが学校 と して使 っていたが,老 朽化 と手狭にな ったので2キ ロ程離れ
たLark・Hillに移転 した との ごと。 「こんな小 さな 建物を学 校 として使 っていだのです か」1と尋




口か らは想像できないほどの奥行きがあ り,これならばこの建物を学校 として も使えることがわか
った。老人はL字 形V'なった建 物の一'部を指 して,'.「この建物は2棟 か ら成 っているの で,多 分あ
の奥の部分が33Aではないか と思 う」 と言 った。
、いずれ に して も・トムス ンマ家が ここに住んだのは1861年か ら62年までで,先 のM.ロ バー ツの小
冊子 に も一行 の記載 もないほ ど短期間で ある。62年には,一 家は,こ こか ら1キ ロ程北東 に行 った
5LathamStreet』に 引 づ越 した 。'・
高 台 に あ る この 一・角 は,前 の所 とは:対照 的 な,い わ ゆ るpoorneighborsで,・1840年代 に建 て
られ た古 い建物が多 い。 ラザ ム通 りは,i大通 りか ら横に入 った,私 道 の よ うな狭 い通 りであ り,r
ムス ソ一家 が住んだ とされ る5番 地 の家 は,丁 度改築中で,4-rf人 の職人達 が働 いていた。彼等
にと っては,恐 ら く初め て見 ろ 日本人 なのだろ う。は じめは謁 しげな表情 だったが,事 情 を話す と
中に入 って好 き勝 手 に見 う とのこ と。 カ トリヅク関係 の事務所 で働い てい る先 の老人 です らF.ト
みろソが何物であるか を知 らなか った くらいであるから,:当然のことながちこの職人達 も詩人のζ
とは知 らない。
家 は道 に面 した間 口5m位,奥 行が王5m位,裏 に小 さな庭があ り,窓 の少ない二階建。改築 とい
うよ り内部を殆 ど取 り壊 してい る状態 なので,,足の踏み場 もない暗い家 であ った。」トムス ソ一家は
ここに1864年まで住 み,こ の間に フ ランシスの妹 の一人が死に,も う一人の妹 が生 ま れ て い る。
"Yes
,chiidhoodistragictome"〔6)詩人 良 ら記Lて い る.ように,プ レス.ト/で 過 ご した 子供
の頃の思い 出は暗 い。それは家庭の事 情に よるのか もしれない。 何故な ら,1857年に結婚を した両
親 は翌年生 まれ た長男を,生 まれたそ の 日の うちに失い,5年 後 には4人 目の子供(次 女).・も失 う
とい う悲劇 に見舞 われてい るか らであ る。 〆,
1864年の暮 れ に,ト ム ろ ン「 家 はAshton-under-Lyneに引越 す 。5歳 まで を過 ご した プ レス
トソに関 しての詩人の記憶は希薄である。生誕の地とい う以外にプレス トソが彼のその後の人生感
や作品 に与 えた影響は殆ん どない。又,プ レス トソの町 自体 も,トムス ソを「舞が町が生んだ詩人」と
レて 取 り.扱う.こと.も.ない 。.町の 中 心部 に,地 方都 市 にか く も立 派 な ξ驚 くよ、うな"HarrisMuseum"
が あ り,そ の 建 物 の 二 階 に"HarrisPublicLibrary"があ る。.23年前 に訪 れ た 時 は ・ そ:れで も原
稿や初版本など特別なコ▽ナーで大切に保管されていたが・.今は「般の書物と同 じ搦に置かれ,原
稿類は紙袋に入れ られて無造f乍に取 り扱われていた。 中央階段の壁には,かつZこ のMuseumの

















青 春 放 復 の.Manchester
9→ソチ Sス タ ー に 着 い た と き,手 持 ち の地 図 でVictoriaUniversityof・Ma皿Chesterがど こに
あた るか大体 め見 当はつ いていた。.そして トムス ゾが医学 生と して7年 を 「過 ご した」,「学 んだ」、
では な く漫 然 と 「過 ご した 」OwensCollegeの建物 も,通 称 マ ンチ ェスター大学 と呼 ばれ る大学
の キ ャ1ジ・eスの中心部に近 砲所にあ るの ではないか とい うこともわか って いた。 だが道行 く人に敢
えてオ ウエ ソズ ・カ レ ヅヂは どこか と尋ねてみた。.年配の人ば か り選ん だのだが,当 然 の ことなが
ら誰 も知 らなか っ.た6..
'駅か ら大学
のあ る方角 を 目指 してオ:y.クス フォー ざ通 りを20分ほ ど歩 くと,大 学の 最初の建物が
あ っ'たo"7階は生 協 と学 生食堂ト そ こ.で働 く人に昔 の オウエ ンズの建 物は どれ か と訪ね るが 要領を
得 ず,紀そ の か お り.Y'CommunicationOffice,広報 課 の あ る建 物 を教 わ るOそ して10分 ほ ど行 く'ど
'古い建物 の前に来た
。 マ ンチ エス ター博物館であ る。1821年に創 設 され たマ ンチ ェスタ ー自然史協
会の コレ クジ ョ,ソを受継い だ この博物館 こそ,若 き トムス シが よ く時 を過 ごした所。・天上が らっ る
された 人間や動物 の骸 骨 の間で過 ご した経験が,後 にr大 地の賛歌』・の中でか く述 べ られて いる。'
71一.隔






ヒめ 博物館 ゐ隣 りが,'かつ ての オ ウエ シズ しカ レッヂで,教 え られた広報課 は メイ ソビルテ ィシ




、広報課 の職員 の説 明 に よる ど,オ'ウ』・ソズ ポヵ レッヂは1851年に富豪 な商 人JohnOvensの 遺
贈 金 £96,000を基 に 創 立 され,71年 に はTheManchesterSchoolofMedicineと合 併 され て
暫
医学,科 学 を 中 心 に4年 制 ゐ 大 学 とな'り','1その 後80年 にFederalInstitutionとして 創 立 され た
TheVictoriaUniversityの母 体 とな って,1903年にVictoriaUniversityofManchesterの
総合大学 となった。現在では英国の代表的な大学の一つで,{特に自然科学部門にす ぐれ,医 学部は
学 生数 約1,700名,白 一 ロ ッパ で一 番 大 きい6'
1877年,17歳の トムス ソは,科 学 は好 きだ ったが,医 学 には全 く興味 がない ま ま,当 時約200人
いた医学部の学生の一人とな った。晦者であ った父親の強い勧め と,母親の願いを受け入れての入
一6一
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学 であ ったが,解 剖 どころか 血を見る ことす ら怖 が っ幽た・トリ・ス ソは,両 親の期待 を裏切 る ことに心
を痛めなが らも,教 室か ら逃 げだ して 図書館に籠 るのであ りたC当 時の 日記の∫{」にその苦 痛を次の







学 術,文 化 の水準 の高いマ ソチ ェズ ターほ・∴公共 図書館発 祥の地 であ るだけに,文 学,商 業, 工
学,音 楽その他の各種専門図 書室 をそ な溶(い た。今 で も開館され ている・,大学 近 くの ポルテ ィコ
図書館や中央図書館は トムス シの絶好の隠れ家であらたσ・ここ'で彼は手当 り次第に文学書を読み漁
り,シ ェ リーや ロゼ ッテ ィに傾いてい った。詩作はあ ま り試み なか ったが,こ の時 に蓄積 した知 識
が後 に 開花 す るの で あ った 。'』1 `層
だ薦 騨 凝 しては滴 然のことだが失敗で ∵ ・ 多・㌧
、c㌧ 虻 気礁 謂
あ った 。'1879年と81年の2回 ロン ドン ま で行 って ・i`
ミ
受けた 開業 医検定試 験に落 ち,さ らに イソグラソ,1ゴ
ドの 試 験 よ りも易 しい とい う理 由 て,84年 に グ ラ
ぎ
ズゴ 些 まで 行 っ.て受 け た ス コ ッtラ ン ドの試 験 に 「1、
'も落ちている。拙論 『夢 と忘却 と苦 痛の花白 フラ・ ∴. 讐
ラ
.ソシ ズ ・ トム ・ス ソ と 阿 片 』(ηの 中 で,ト ム ス ソ の , メ
阿 片 常 用 に 関 し て は 詳 し く 述 べ た の で,こ こ で は ぞ抗
鯨.τ,.,{、.・ 珠謝 越 .、 r}
≧
この 医学 生 時 代 に 覚xた 阿 片 に 関 して は 触 れ な い 旧OwensCo璽le£eにあるEricGill作の トム
が,そ の生涯においてただ_人,そ の懐阯 び込,ス ソ郷 学を給 した石刻
んで甘えることのできた母親の死,息 子に失望をした父親との不和,不 本意な学生生活,将 来への
不安等 か ら逃れ るよ うに阿片F'浸ってい ったの もζQ頃 であ った。そ して医学生 として7年 間 も無
為 な 日々を送 り,結 局 医師の資格を取 るこ'ともな.く,・ζの地を去 りたのであ った。
広報課 での取材 が一一段 落 したので,ト ムス ソの在学 記念 の プラグを見 たいので,そ れ があ る場所
はどこか と尋ねると,職員妹確かこの建物の中だと思 うがはっきりしないのでと他の課に電話をか
け,4通 日で や つ'と在 り処 が わか る。、・1階の建 物 正 面 か ら向 か ρて:右寄 りConferenceOffice.の匿 「 層b






















白い壁 に掛け られ た上 品な:石刻は,EricGillの晩 年の作 で,石 刻 の下部 に刻 まれ た詩 は 『夕 日
に寄 せ る頒 』(OdetotheSettingS%π,192-197行)であ る。 「こ の 消 え つ つ あ る私 の ご と く一 い
や消 え去 った 日の ご と く」,最後 の一行 は,追 わ れ るが ご と く逃 げ るが ご とく,・肩 を落 として この
大学を去 って行った トムスソを彷彿させ る。それにしてもオ ウエンズ大学は何故に落ちこぼれの中
退者 にか くも立派 な記念 の石刻 を もって称 え るのか。 正面に創立者の ジ ョン ・オ ウエ ンズの横顔 の
ポー トレイ トの石刻が掛けられているのは当然のことだが,医 学,自 然科学その他の分野でも優れ
た業績 を残 した卒業生 が沢山い るはず なのに,何 故に トムス.ソだけが …… と思 いなが ら,不 図右の
「
方 に 目をや る と,5メ ー トルほ ど離れた 所に トムス ソの石刻 よ り一回 り小 さい も う一 つの石刻が あ









ジ ョージ ・ギ ッシ ソグー 彼 もまた ここの卒業生 だ ったのだ。いや卒業 生 ではない。後 に彼 の最
初の妻 となった貧 しい少女,'当時売春で身を立てていた少女に同情 し,親からめ僅かな仕送 りと1
学校か ら受取 る奨学金の中か ら援助を していたが行 きず・まり,友人め 直ヅカーから金や本や コー ト
を盗んだ罪で放校 されている。 トムスソの5年 前に入学をし,ト ムスソが入学する1年前に退学処
分 を受け てい る。 半 自叙 伝的な作品 と言 われ るPヘ ソ リ7・ ライ タロフ トの 手 記』(The.Private
PapersofHenry」町8σ7碗)の 中で も,ギ ヅシ ソグはi彼 の人生 の 「恥部 」であ る学4k時代,つ
一8一
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ま りこ こ で の こ とは 僅 か 数 行,"MyGibbon,forexample,mywell-boundeight-volume
Milmanedition,whichglhavereadandreada聴dread翁ga量 れformorethanthirtyyear:
一neve・d・1・P・nitbutthescen#・fth・n・bl・p・g・r・ ・t・ e・t・meallth・ ・xult・nt
happinessofthatmomentwhenlreceivediiasa.prize"(8'.と ミ ル マ ソ 版 の ギ ボ ン(『 ロ ー
マ帝国衰亡史』)を学生時代に賞品 として 受取った時の 感動を思い出して述べているだけである。
す ウエ ンズ大学 は,そ のギ ッシ γグも記念の 石刻を もって称 えてい るのであ った。
ギッシソグの石刻の前に好みながら,私は,遠 い昔,英 文学を学びた くて入った大学での皆川三
郎先生の英語講読の教室を思い出していた。先生の格調高い英国英語でめ授業は,'そめ テ ク ス ト
『ヘ ン リ 一ー・ ラ イ ク ロフtの 手 記 』 を よh一一一 格 調 高 い もの と したOこ の時,こ の 書物 に 出 会xた
だけでも英文学を専攻した価値があると思 った。以来30年以上,ギ ヅシングの他の作品はただ一読
した程 度 だ っ た が,rヘ ン リー ・… …』 だけ は.,"1・haveread・a血d'read・andreadagainfor
morethanthirtyyears",更に小 論 も発 表 した し,教 室 で も テ クス トと して 幾 度 か 使 った り も し
た。私 に と っては,「座右 の書 」,「一冊 の書」 であ る。 ただ 研究 社英米文学 叢書の 中の一 冊.<7痂
Private..1__"のIntroductionのGissing評伝 に,「1874年十 七 歳 で ロ ン ドン大 学 にλ 学 しか
ラテ ン語 及び英文学 の試 験 に抜 群の成績 を示 し,・ShakespeareScholarshipをそ尋た が,過 度 の勉
強のために健康を害 した。彼が学生生活を離れたのは,十 八歳(1875)のころ賎 しい町の少女 と親
しくな り,女 を救 お うと して義 挾的 な,そ して双 方に とって不幸 な結婚 を じたた めであ った」ω}と
あった の と,著 者は 異な るが,同 じ出版社の英 米文学 評 伝叢 書の'rギッシソグ』㈹ で も同様 の こと
が記 され ていたの で,私 は長い こ とギ ッシ ソグが 放校 された のは ロソ ドソ大 学で ある と信 じていた
のである。だが実際には,ロ ソ ドソ大学の入学試験を受け,ラ テン語と英文学で抜群の成績を示 し
て入学を許可されたが,窃 盗罪で入獄 したため入学許可を取 り消されたのであ った。つま りギヅシ
ングの学 生生活 は,1876年の5月,卒 業 を 昌前に して ここオ ウエ ソズで終 って い る0
私 に とってはそ の ような こ とは ど うで もよか った。 我が愛 す る作家の一人が,我 が愛 ず る詩人 と
同 じ学校で,ほ ぼ同じ時期に学び,双 方 とも退学 したにもかかわ らず,後 になって学校の名誉 と同
じ壁面に石刻を持 って称え られていることを,偶 然に発見した喜びが大 きかったか らである。同じ
時期 に,同 色学校 で学ん だか らとい って,そ の生涯二 人は一度 も会 うこと もな く,同 じ時期 に文壇
で話醒 したが,一 ・方 は詩,他 方は小説,恐 ら く互 いの作品 に 目を通 した こ とは一度 もなか ったので
はないか と思 う。 だが偶然 とはい え この二 人は実 に多 くの共通点 を持 って いる'。詩人の父が 医師な
らば,小 説家の父は薬剤師。双方 とも少年時代よ り優れた詩才,文 才を持ち;友 を避け七読書に熱
中 し,す でた述べ たオ ウエ ソズでの件。やが て ロソドソペ 出てか らの筆舌 に尽 くし難い貧 困生活。
その当時母とも姉 ともなって詩人に純につ くした女性が売春婦ならば,小 説家は,反 対に同情と義
鋏心で売春婦 と結婚。実生活に無頓着,俗 事に対す る無感心。世紀末 とい う特異な時期,人 々が充
実 した生活を求めて芸術,改 革,反 逆等の世界に右往左往と逃避する中にあって も,二人は泰然と




尿,詩 人 となる ζと.もな'く,金銭や家庭 に恵 まれ ず と もその心 を乱す こともな く,・詩 人は詩 作 と魂
の世界 で,,小説家は創 作 と学 究 の世 界で48年と46年の生涯 を終 えた のであ った。1・ ・L・ ・.`
愛 と陽 光 のStorrington・J
"April
45thecruelestmonthof.year"(117の言 葉 通 り,5月 に 花 を 咲 か せ る た め と は い え,
ロソ ドソの4月 の 雨(Apr董lShower)は 冷 た く て 暗 い 。1989年の4月 は,ま さFこthecruelest
month.来る 日も来 る 日も震 ま じ りの冷た い雨 が終 日降 り続 き,外 観 は立派 だが建 て付けの 悪い ラ
ラ ッ トの窓 か らは,隙 き間風が容赦 な く入 り込んで来 る。巷 は 日中 とい え ども暗 く,道 行 く人は少
.なく,巷 全 体が じっ と何 かに耐 えてい・る ような塩梅 だ った。
太陽 が戻 って来 るのを 今 日か 明 日か と待 ってい た。 地図 で調べ る と,ス トー リング トソまで は ヴ
ィ ク トリア駅 か ら1時 間 もあれ ぽ行け る距離。 帰 りにCrawleyに途 中下車 を.して,ト ムス ソが晩
年 の1年 を過 しπFranciscanMonasteryを訪れ て も,1口 の行 程 で十分 な のだが,こ こを 訪れ
る時 だけ はSussexの丘に春 の陽光が さん さん降 り注 いでい る 同rεな けれ ばな らない。何 故 な ら,`
そ の大部 分が苦難 と試 練,悲 惨 で暗 い トムス ソの生涯 にあ って,1891年か ら約1年 半を過 した ス ト
ー リン グ トソで の 日々だ け が1丁 度 北 国 の人hY'と っ て の 短 い 夏 の よ うに,唯 一一・明 る く,・愛 と陽 光
と感動に満ちあふれているか らである。
その目がやって来た。近 くの広場で遊ぶ子供連めは しゃいだ声に目覚めると,.カー テンの隙間か
ら朝 日が射 し込んでいる。 とび起 きて窓を開けると,風 は冷たいが10日以上も降 り続いた昨夜まで
の雨が信 じられないような快晴。 日曜 日の朝の8時 だ とい うのに最早往来には犬を散歩 させる人の
姿が あ る。身支度 を整え る と,カ メラと ノー トを持 って ヴィ ク トリア駅 に向か った。 目 指 す.駅は
"Pulborough"
。だが何度 駅員 にたずね て も通 じないので,ス ペ ルを書い て示 して,乗 る列車 を教
わ る。不 図,メ イ ネルが コノォ リーを ス トー リン グ トソへ案 内す る時,・切 符売 り場 で,「 この駅 名
は なかなか相 手に通 じな く・てね。多分"PoolBorough"と発 音す るので し ょう」 と説 明 していた
ことを思いだし,英 国人でも通 じないのだか ら,自分め発音が通 じないのは当然のことと,妙 な居
直 り方をす るφ
プールパ ー グか らろ トー リング トソへ 行 くバス は午後 の1時 に1便 あ るだけ。電 話 で タクシ ーを
呼ん で乗 りこむ。 「池 があ る と思 うが,、'そこまそや って下 さい」 とい うと,「村 の入 口の近 くに池 は
あ るけ ど,ど うして知 って い るのかね。 ス トー リソグ トγには よ く来 るのかね」 とタ クシーの運 転
闘
一
手。池の件は,ト ムスソを研究する者ならば誰 もが知っていること。長い放浪生活 と阿片常用で健
康 を害 レた詩人が,静 養 のため この地 で過 ご した 時,毎 日の よ うに この池にや って来 ては,.・座 して











静かな水の面を時の過ぎるのも忘れ じっと眺め,そ の静けさと自分とが一体化 した時に生れてき
たのが,こ の 『瞑 想』の一編 であ る。その池の畔 の小 さな喫茶店 の前 で タクシ・一は 止'r)た。}3時
に迎えをた のんで,池 の畔 の小 道を歩 く。:周囲300m位 の小 さな池 で ある。;氷花 の間を二羽 の 白鳥
が ゆ った りと泳 い でい る。`塁'ピF置 説'…
池 の東側か ら丘に 向か って うね うね と登 ってい る小道は,'かつ て ト広 ス ソが 静養 を して いた小 さ
な 修 道 院(ThePremonstratensianPriory)に通 じて い るは ず だ 。{雛菊 の 咲 き み だ れ る 小 道 を
行 くと,写真で見覚えのある赤 レンガ造 り'めカ トリリク教会と修道院が見えて来た。自分め記憶違
いなのだろうか。写真では2棟 の建物が向かい合 う'ように並んで建 っていたはずなのY,実 際の建
物 は 正 方 形 の1棟 で あ る。uOUTLadyofEnglandCatholicChurch"』看 板 の あ る教 会 の 扉 の
わ きの呼鈴 を2度,3度 押す が誰れ も出て来ない。建物 にそ・って裏 手の方べ廻 ると,一小 さな ドアが
あ り,そこにも呼鈴があるのでそれを押してしば らく待づ と160歳位の恰幅のいい神父があ らわれ
た 。訪問 の訳 を話す と,気 持 ち よ く中た揺 ぎ入れ,一白ら案 内 して くれ た6一 ∴`ら・':,
こ の"ThePrioryoftheCa血oh§RegularofP也montre,・or'IN6rtberti血6s"liま,iフ ラ ン
スの プ レキ ソ トレイで迫害 にあ・っていた カhリ ヅク教徒達 のたあに,DukeofNorfolkが土地 を
寄 附 して,1881年に建 て られ た ものであ る。当初の 目的は,精 神的,肉 体的 に疲 れ た人 々の休i養の
家 として,あ るいは隠遁の家 として使われることであ ろた。従って 教会が建てられ たのは20年後の
こ とであ るげ,そして現在 は修道 院 と教 会が回廊 で結ばれ,・、雨の 日で も濡 れ るこ とな く行 き来 で きる
ようになっている。私の記憶ちがいではな く,改築の結果外か らは正方形に見えたのである。1
'O
praelh神父 の案内で教会 か ら 修道院 べ 続 く回廊 の 所 まで くる'
と,一 隅 に長 い こと見たい と望 んでいた大 きな キ リス トの十字架 像
があ った。 普 通 はf`Calv討y"と呼ばれ るカ㍉ ここで は、昔 か ら
"TheFieldof・theCross"と呼 ん で い る。 神 父 の 話 しに よれ ば,・
,
この際は修道 院が建 った頃はジ 修道院の前の道を行 く人々に もよ.ぐ・.
レ
オ 」
見え る よ うに と・前庭 の中央 に建 て られていた との こ と。 そ して この 奪 、.
場所こそ諸嬢 よ鞭 した懸 像の前で・イネルから送ら娼 欝 繋
舌罐 ζ灘 鰻 鷲∵ 嚇 詩編の二噌 ∴暴織
,、・ β"帰.・ ・ ハ
1989年の5月 の ある夕:方,、この像め前に座 して,沈 みゆ く太 陽 を
眺め ている トムス シの耳 にゴ遠 く村の方か ら風 に乗 って流 しの音楽 ・.か うてに修道院ξ〉中庭にあ
った"TheFieldofthe
が 聴xて 来 た 〔12;。音 楽 好 きの 母 の影 響 で小 さい 頃 か ら音 楽 に 親 し 噛㌧ ・Cross".9一 ゼ.・"
一11一
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ん で きた詩人は,そ れ までに も美 しい音 色か らイ ソス ピレーシ ョ.ソを得 て詩 作を試み た。3人 の流
し音楽と,キリスFの 壕に映える夕日に奮い立ち,その場で書き始められたのが.r夕日に寄せ る頒』
である。咽ぶ よ うな甘い ヴァイオ リンと鼓動す るハ ープの音 に浸 り.つつ,:赤き太陽 が焔 の泡の よ う


















像は回廊 の中に移 された とは いえ,・今 で も遠 く西 に広が るス ト一三リン グ トソの丘 に向 って立 って
いる。像の前の中庭の向 うには別の回廊があるめで,丘 の広が りは見えないが,そ の位置だ と春か
ら夏にか けての 日沈 の時に欧,像 は美'し'く夕 日に映 え るはず だ。 その こ とを神父 に問 うと,「一 日
の うちで一番すば らしい時です よ。修道中の若い修道士達もその時が一番好きのよ うです。特に今
日のような日には滋」 とフランス誹 りの英語で答えてほほえんだ。.
馬
神父 どの会話の 中で,私 は長 い こと疑 問に思 って い る・ことを聞 いてみ たCそ れ は カ'トリック教 徒
の両親あ.もと:で生れ,幼 児洗礼を受けて成長し,作 品にも宗教思想を織 り込んだ ものが多いにもか
かわ らず,ト ムスンの 日常生活には,糺 拝に出席 した り,宗教活動を行 った りした記録がないこと
である。「なるほ ど,彼 は宗教 詩人,.あるいは カ トリヅク詩人 と呼 ばれて い るが,確 か に信仰生活
昌
を実践 した記録 はない。 ここでの生活 で もなか った よ うだ 。」・∵ ・・魂 の遍歴 の伝記 を追 い求 め,ト ム
プラクテイス
スソの詩 と真実を知 ろ うとす る臨 いつもぶち当るこのr実践」の点,「ここでも解答は得 られなか
ったdH,ジ ・ヤ ク ス ンは,「 も し心 が 人 間 に と っ て 王 国 で あ る と した ら,フ ラ ンス.・トム ス ソの 心 も
彼 に とって は一つ の王菌 であ った0否,.そ れ は神 の王国で ある」(19)と指摘 す るが,詩 人 自ら・も神 の
王畔 さら曾 ミ襟 喫 はいずこセこあるのだと,その代鮒 編・『天の獄 』をも・って問… 鄭














「芝 に も小枝に'も;花咲 くス トー リング トソの丘,さ れ どサセ ックスの丘 々に咲 く花 の 中で,い
とも可憐 な るはか の 日の 「雛菊 の花!!(Daisy21-29)。教 会の前 に広が る丘 の小道を登 って 行 く
と1』.陽光のふ り・そそ ぐ芝生 の間に雛菊が咲 きみ だれて いる。・丘 を登 りきる と,今 度 は南に 向か らて
草原が広が り,'そこを辿 って行けば海に 出るはずだ。'詩との連 想ゆえか,遙 か潮騒 の音が聴 こえ〆












村 で 出 会 ったDaisyStanford「と詩 人 は よ くこ の丘 で遊 ん だ。 そ して 後Y'こ.のデ イ ジ ー とい う
名の可憐な少女を,丘 に咲 く雛菊にたとx,そ の無垢な子供心を うたった佳作がr雛 菊』である。.
韻律 と音調 の類似性ゆ えに,こ の作品は よ く・ワ←ズ ワ・らスのが連 の"加oy"物 と比べ られ るが,
根本的Z'異ってい る。『ル 己.シー 』が子供の純心 に対す る讃歌 に と'どまるのに対 して,'r雛菊』 は,
純心,・あどけなさに対する讃歌であると同時に,ト ムスソの生涯の主調音であった悲哀が根底にあ
る。.自然 の申で無邪気 セと戯むれ皇他愛 もない ことを語 りな が ら丘 を さまよい歩 き》・}達ては木苺 を摘




瞬間か ら,1`]分はただの育 ての恋 人,何 年が が過 ぎた ら他の人の許へ 行 って しま う1ことを知 ってい
るの だ 。 「どんなにすば らし く見xよ うとも,1・それ は人生のすす り泣 く雨 の上 にかか る虹。.何故に
われわれは 絶え るこ とな き苦 しみ を靭望 し,1す彗 て死す べ き・もの にあ こがれ・る.のか」(292行一95
行), と 『夕 日…』 の クライマ ックスで 絶唱 され たテ ーマが,再 び 『雛菊』 の結 びで く りかえ され










頽廃と耽美と唯物主義が謳歌された世紀末 とい う特異な・一時期にあって,貧 園,、阿片常用の副作
用 に苦 しんでい た31歳の トみ ス ンが,あ どけ ない少女 と手 と手 を と.りあ って歩いた丘 を∫C暗い モ ノ
黒 の映 画の よ うな生涯 中で,朗 るい カラーを挿 入 した シー ンの この丘を,私 は背中 に陽 をあび なが
ら下 って行 き,迎 えの タクシ ーに乗 り込ん だ。
.・『 .8.;..・ ㍉ ・ ト
クロウ リーは,プ ールバ ーグ とロソ ドソの丁度 中間にあ る中都 市であ る。・列車 を待づ 間に プール
パー グの駅 か ら電 話を した らfロ ウ リーの駅 で待 っているか らと言 づて いたWhl面h窪 夫妻が,に
こに ご笑 いなが ら出迎xて くれた。 彼等 とは1ヶ 月程前に スペ イ・シを旅行 しだ折,':hルビジ ヨとい
う地方 の城 下町の ホテルで知 り合 い,た また ま彼等 の家の裏庭か ら見え る所 にあ るSelsdonPark
Hotelに,10年程 まえに泊 ま った ことが あ る とい う話 しか ら親 し くな り,・ロソ.ドヅ 滞在 中に是非遊
びに来い と誘われ ていたので ある。.彼等の 自宅 か ら クロ:ウリー までは車 で30分 。:開口山番;、「トム
ス ソの作品読ん だ よ。 とて も難解だね。 さて,私 達 も伝記探 訪の旅 に加 えて も らうかな」1と経 営 コ
ンサル タ ソ トを してい るAlanが言 った0小 学 校の英 語の先生を して.いる妻のGillianは,「昔,英
国文学史 を勉強 した こ とが あ るけ ど,フランシス ・トムスソとい う名前す ら聞 いた こ とが なか った 。
で も今回r天 の猟犬』 を読 んで深い感銘 を受けたわ。 それに して も"vistaedhopes""chasmed
fears"・ とか知 らない言葉が多 くて閉口しました」 と ト:ムス.ソが 勝手に造 り出した 新造語を指摘 し
・
た 。
駅 前 に 車 を 置 い て,三 人 でFranciscanMonasteryに向 か ったC駅 か ら'300メー トル 位 の所 に
ある修道院は,ト ムスソが晩年の一時期をこの地で過 ごした時に,下 宿先か ら毎 日のよ.うに出掛け
て行 って はヅ時を過 ご'した所 だOだ が訪ね て行 った修道 院 も,・それ に隣 接す る教会5t.Francis:&
St.Antho血y.RomanChathollcChurchも新 しい0.丁度 タ ベ の ミサ を 終 えて 出 て 来 た 神 父 に問




て,詩 人が一時を過 ごした1891年頃の面影は一切ない。又ここではほとん ど創作活動 もしていない
の で,新 しい教 会 と修道 院の困 りを一 周 して,・神 父に教わ った道順 に従 ってVictoriaRoadに向
か った 。
300年以 上 も前Y'て られ たTheGeoエgeHotelの 前 を通 って ぞHighStreetを左 に 折 れ た 何
んの変哲 もない街路が ビク.ト『リア通 りで ある。 この通 りの11番地の家 に,修 道院 の紹 介で詩人 は し
ば ら`く下宿 していて,そ こで家主 のGr包valy(当時 この夫婦は結婚 してま もない時 で,子 供 はな
く,夫人の料理の腕は食生活を含む実生活に無関心な トムスンを驚かせるほ どであ った)か らやさ
しく看護を受けたのである。11番地の家は,そ の両隣の家が手入れ もされずに朽ち果てているだけ
に,最 近外装をや りかえた らしく,白 く小奇麗になっているめが一層 目立 らた。建築に詳 しいアラ
,ド 』=、gP
ソが言った。「この辺の建物はだいたい100年位前に建て られたものだな。一棟の建物 を真ん中で区
切 って,二 世帯 カミ住む とい う様式は その頃か ら 始 まった ものだ よ。」 とい うこ とは}ト ムネ ソが こ
の家に下積 を した当時は」 この家は新築 されたばか りだ ったの だろ う。 この家 であ るいは グ ロウ リ
一で の 日々が創作活動 に何 らかの影 響を及ぼ した とい う.記録 は ない。・ただ こ うして詩人 の足 跡 を辿
って行 くと,11歳の時 に家を 出てUshawCollegeの学 寮で暮 ら しは じめて 以来,つ い にその生涯
家庭 の温 もりを知 る こと もな く,安 住 の地を得 るこ ともな く,何 か を求めて か,あ るいは 何かに追
われ てか,転 々と流浪 って い った詩 人の姿が浮 き彫 りとな って くるので あ った。
彊.
・ 遙 か な るPa恥ta8apl1
Chesterで乗 り換xた 列 車 は,聞 きなれない言葉 を議 す子 供連 で一 つばいだ った。北'ウ匡ル ズで
のキ ャンプ と白ソ ドソでの英語研 修をか船て,ス トックホル ムか らや って来た私 立中学 の生徒達 で
あった。身振 り手振 り,片 言の英 語を交え て彼等 と話 す うち に,北 ウェル ズへ の入 口,夏 には海水
浴客 で賑わ うRhyrに 着 い た。 トムス ソが来た頃は,こ こで支線 に乗 り換えてSt.ASaphまで行
き,そ こか ら車か馬車 でパ ソタサ フ ァまで行 ったのだ ろ う。 だが今は この支 線 も廃 止され て,か わ
りにSt.アサ フ ァまでパ スが走 って い る。 そ こか ら先 は ど う行 った らよいのかがわ か らない。何 し
ろ手持ちの地図にはパソタサ ファの地名は記載されていないのだから。
ライ リーか らSt.アサ ファまでは,バスで30分。 ま るで模 型か と思 うよ う・な小 さな聖堂を 中心 に,
街道 ぞいに細長 い町 並みが あ る。 シーズ・ソにな る'と訪れ る人 も多 いのだろ う。小さ な町に もか かわ
らず三 つ星 クラスの永 テルが 四軒 あ る。そ の一つ にチ ェ ックイ ンを してか ら,パ ソタサ ファへ の道
順をたず煮 る。15キψ位あ るのでタクシーで行 く以外に方法はないとのことなので∴早速呼んで も
ら う。
北 ウェルズの丘陵地帯を∴登るた り下 った りしなが らはしる田舎め道を行 くと,パ ソタサファの
村に入って来た。なるほど携帯用の地図には載っていない訳だ。村の入 口嗜教会はあるものの∫萬









購 旛譜 横 野 隆'公 道か らず っと奥にある正門までの道は,美 し
雨隠
、'"
輪 臨 戦 職 翻 い街路樹におおわれている・そして門を入ると直
=
へ 》 、 翠、:;く ・左 手 に あ る建 物 が,"Bishop'sHouse"と呼 ば
戸,
㌧登..γ 誇 」 れ






甥纒 轍 遡 犠 費胃撚 総 轄搬 奪
.た所である
。家族 と一緒に暮 らしていた少年時代
と学寮 を除い て,「トムス・ソが1ケ 所 に こん なに長
Franciscan♂
Church
Monastery(左)とSt・David'sく 住 ん だ の は こ こだ け で あ る6・こ の建 物 は ,修 道
院 か,1隣 接 す るSt.David'sChurchに 用 件 ヵミ
あ って来 た人 が1 .・2泊した り,引 退 した聖 職者 が休暇 を過 ごす ため に使 うことが 多か6た 。 いお
ば短期 滞在 者のため の宿泊所 だ つたので ある。そ の よ うな所"T``,何故 に トムス ンは3年 近 くも住 ん
だめだろうカ㌔ そ の静け さ,居 心地 の よさ,あ るいは後 に師 と仰 ぐC.パ ッ トキ ア ーとの ここでの
出会いが長逗留の理由なのか。はるばるここまでやつで来たのは,そ の理由を解明したか ったか ら
であるど '
恵
日本 の事情 に詳 しい アメ リカの:友人が 「日本では 作者が まだ生 きてい る うちにWorks(全集)が
出るんだね」 と笑 っていたが,全 集 どころが 最近 では,㌦本人 が生 きてい る うちに伝記が 出版 され た
り,人生の半ばにも達 しない者が堂 々と自叙鯵を書いた りしている。伝記とい うのは,本 来書かれ
る人物が死んだ後ある一定 の期間を経てか ら1冷静かつ客観的に書かれるものであって,生 前ある
いは死の直後に書かれた ものは,・事実が歪め られた り,美化された り,関係者への遠慮や迷惑を考
慮 して,、真実 を隠 した り曖昧 模糊 とす るケ ースが 多い。特 に友人,知 人,親 族等,生 前 の故人 を よ
く知 る者に よ'って書かれ る場合,」敢え て 「死 者に鞭打 つ」 ことはせ ず,「 恥 部」 を覆 いつ くろ'うこ
とが 多 い 。'幽.E
『豊富な資料 と,'それ らの資料の駆使の正確さ,更 に書き手の文学に対する造詣の深 さと確かな筆
の運 び, E.メ イ ネル 著 の 『フ ラ ン シ ス ・ トムス ン伝 』 は ボ ズ エ ル 著 の 『ジ ョソ ソ.ソ伝 』/にも 匹 敵
す る優れ た伝 記文学 で あ るも もしこの一 冊が なか ったな らば,後 の トムス ソ研究家 達は,`トムス ソ
文学の全貌を撮むことな く,作品の部分的な批評と解釈程度の研究で終えなければな らなかっただ
ろ・う。 それ ほ ど貴重 な文献 であ る。 だが メイネル夫 妻 の長 男で あ る著者は,幼 き頃 よ り トム スソと
隔
兄 弟の よ うに交わ った,言 お ば 「身 内」 な のであ る。更 に伝記 の出版が1913年とは言rx,著老 の中
に は ヴ ィ ク トリァ朝時 代の道 徳観が根ず よい。 従 って,ト ムス ンの 「恥 部」,と りわけ女 性関 係に
関 しては,.筆 を さけ て い る。M翁ggieBrien,361ペー ジ に 及 ぶ 伝 記 の 中 に,・こ の 女 性 の名 は つ いV'
「 度 も出 て こな い 。'`
げ.・ 「 ,,.,.〆.r層1ビ ・暉,」




Brien夫妻 で あ っ た 。 彼 等 に は20歳 の 長 女Margaret(Maggie)を 頭 に,・女3人,男1人 の 子 供
カミいた。 この こ とは子供好 きの トムス ソを何 よ りも喜ばせ た。無邪 気な子 供達 との接 触 と,ク リス
ースの教会に飾 られたcrib(キリス トが生まれた時に寝かされた馬槽の模型)に感化 されて,到 着
の2,3日 後には早速佳作が生まれた。わずか50行の小品ではあるが,天 の栄光を棄てて地上に降










と幼な子が色々と問い掛け,賛 美するとい う純心な子供の好奇心や驚・きを巧みに表現 した万人好み
のユ編である。h
プ レイ土'ソ家 の長 女マギ ーは,.当時20歳,腺 病質 で物 静か な,写 真 で見 る限 りでは1北 ウSル ズ
の寒村でよく見かけ る田舎娘だろた。最初に会った時から トムス ソは彼女に好感を持ち,到 着後聞
も な い12月29日付 のMr:.Blackburn宛 の 手紙 の 中 で"Iaminaverycosylittlecottage
withgoodkindlyWelshpeople,,....Ihavea》eryprettyandrefined'girltowaitd血me,
t6whomIspeaktwoand・ahalfword:petdiem,andafireallday""'》 と 記 し て い る 。
マギーは母親を手伝って,宿 泊者の世話をした。実生活に疎い トムスソの世話は彼女がするよう
になっていった。教育も受けていなければ,文 学など無知のマギマだが,訪 れる人 も少ない人里離
れた修道院で暮 らし働いている若い娘にとって,若 干年は離れていても トムスソは十分恋の対象 と
なる男性だちた。ただ二人共大変なはにかみやだ ったので,恋 の進行は遅 く,愛の告白にいたるま
でに1年 の歳月を 費や してい る。 この頃の苦 しい胸 の うちを折 りにふれ て綴 った もの の中か ら'8編
を選ん で 『狭い部屋 』(ANarrowVessel)と題 して1897年に 出版 された・"NewPo卿s"に 収あ
た 一連 の作品 の中に,ト ム スソの マギ ーに対す る思いは しっか りと記録 されて お り、未 発表の 作品
の中には,'思いを もっと激 しく素直にぶ つ け・た も'のも あ る。 初め はQ-一 ガ レッ トへ』(ALa
Marguerite)と題 したが}後 にr野 の 花』(レ匠'4・ぎ101〃θ7)と改題 した 詩の中 で詩 人は告 白す る。
'r狭い部 屋 』 の 中 の1編r告 白 され し愛 』(LoveDeclared)'の中'(5-24行)で ,・二 人 の愛 は や が
て肉体 関係に まで 進んだ こ とを記 して いるが,メ イネルはそ の こ と を 認 め ず,"thepoemwas
only-his`imaginationof.`whatmighthavebeen'"'と 創 作 で あ る と し て い る0プ レ'イ ソ 一 家




soul.._.Shedidlovehimforallherreticence"(16:と メ イ ネ ル に 語 っ て い る が,何 故 か 無 視
され て い る。"inquiteahumanway"と 二 人 の 関係 を ヴ ィク トリア朝 に 生 きた 人 ら しい 極 め て
ひかえめな表現で述べているが,短 い春か ら夏の時期を除いて,寒 くて暗い北 ウェルズの修道院で
の愛 は,「恥部」 どころか,変 人奇人の レッテルを張 られが ちな トムス ソに も,普 通 の人 と同 じ人
間味があったとい う証なのだ。
マ ギ ー に 関 して は,コ ノ リー も一 語 も触 れ て い な い し"Frances勤0翅 ρSO23」P785'0π・born
,Poet"の著者JohnThomson,その他の伝 記,評 論 家達 も言及 していない。 しか し,最 近 の研究
者達は多 くのページを割 くようになった。3
修道院の前庭を手入れ している老人に来訪の意図を伝えると,中に招き入れ'られ,入 口に入ると
直 ぐ左側 にある待合室 で しぼ ら く待つ よ うに と言 って奥へ 入 って行 った。 固い石の ペ ンチに座 して
い ると,身 が沈み込 んでゆ くよ うな静け さの 中にい ることに気付 く0小 さな明 り取 りの窓か ら一条
の午後の 日が,ま るで天か らの光のよ う射 込 んでい る。100年近 く前 に ご'こで暮 らした トムス ソに
思いを馳せているとジ痩せた背の高い三十代半の神父があらわれた。昔なが らの茶色の粗末な僧衣
を着た神 父はSteveです と名乗 り,ト ムス ソや パ ッ トモ アーに関 して 直接知 ってい る 訳 ではな い
が,,・語 り伝えで聞い ているの.で案 内い た しま し ょうと先に立 った。
最初に 案内 され た所 は12畳位の 白壁 の部屋 であ った。中央 に丸 テ ーブルが置 かれ た しっか りと・し
た石造 りの暖炉があるO「時折あなたのような トムスソ研究者が訪ねてきます。 その都度説明す る
の ですが,,多分 この居 間で トムス ンとパ ッ トモァーは暖炉 をは さん で語 りあ った ので し ょう。 パ ッ
・トモ ア7が 暮 らしてい たのは,こ の建 物の一番端 の部屋 だ った とい うこ とはわか って い ま・すが,ト
ムスソが'どの部屋を使 一っていた か とい うことはわか らない の です」 とステ・イーヴ神 父は説明 した 。
'ト
ムス ソとパ ッ トモ ア遥が 出会 ったのは}こ の修 道院であ らた。 引退 したパ ッ トモ ア㌣は,・晩年
を ここで静かに過 ごし,後 か らや って来た トムス ンに出会 った ので ある。19世紀 中葉を代表 す る詩
人の一人で あ るパ ッ・トモ アーの作品に トムス ソがは じめて接 した のは,ス トー リン グ トソへ 行 って
ま も な くめ 頃,:詩集 のTheUnknownEros'と 散 文 集 めPrincipleh2Artであ る。 そ して 滞 在
中 にそのほ'とん どの 作品 を読 了 し魅了 され てい る。
暖炉 の'火を見つめ な.がら,あ るいは修道 院の裏の丘 を散歩 しなが ら,ト ムス シはパ ッ トモ アーの
一語一語L{y耳を傾け1パ ラ トモア ーも詩壇 の先輩 として トムス ソを励 ま し,導 いた のであ る。 トム
ス ソが パ ヅ.トモア ーか ら受けた 影響は多か った 。 面分 を理 解 し,伯 分 の言葉 と同 じ言葉で語 って く
一
れ る唯一 の人だ った。それ だけ に トムス ソの落 胆は大 きか った。 出会いか らわずか3年 で,パ ッF
モ プ ーは73年め 生 涯 を終 え た の で あ る。"YOU,only,spake.thetongueIspakeAndmypoor
songisthusborndumb:～'ロ6)とトム ス シは 嘆 くの であ っ た。 せ め て もの 慰 め ば,師 と崇 め る人
に出会 って ま1もな くに処 女詩集Poems(1983年)を出版 した こ とと,.パッ トモ アーの死後 ま.もな
'く
,第 二 の 詩 集91鞄"Poemsが 出 版 され た こ とで あ る。一このr新 詩 集』 の.序 に は.1`Dedication
ofNewPoems.lToCoventryPatnfoτel'と記 され,16行 の献 呈 の 辞 が 述 べ られ て お り,そ の
一 ・18一
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辞は原稿 の段 階で パ ヅ トモ アーに読 まれ ていたの であ る。 、一 15
「現在は7人 の神父と4人 の従業員がこの修道院に勤めていますが,こ れか らしばらくの間は大
勢の人が夏 休みを過 ごしにや って来 るの で忙 しくな ります」 と話 しなが ら,ス テ イヴ神父は ゲス ト
ル ー ムも見せて くれたa最 近改装 した とい う部屋は,ベ ッ ド,洗 面台,ラ イ テ ィン グ.rデス クだけ
の簡素な もの。今 日 も6人 の客が滞在 してい るとい うが,物 音一 つ しな い。 そ こは まさ に
"Plain
living,highthinking",の世 界 で あ っ た 。 .・ …'
「今度来る時は是非お泊まり下さい」 とい う神父の言葉に送 られ,修 道院を後に した。酒 側の小
さな門か ら出て,修 道院を暖か く包 む よ うにあ る裏 山を登 る。WayoftheCorssを経て Crecas
Cottageに行 くため だ。 うね うね と曲が った登 山道 の所 々に小 さな祠が あ り,その 中にはキ リ.ス ト
の十字架 像が ある。』途中木立 の間 か ら見下す と,.灰色 の屋根 と白壁 の美 しい コン トラス トの修道院
と教会が,新 緑の木 々に囲 まれ て静かに佗んでい る。 この道 は,ト ムス ソが好 んで登 り下 り ・し た
道,そ して この小道 を登 りつめ た所には,石 で造 られた小 さな教 会 とSt,FrancisとSt.Anthony
の像に守 られ るように見上げるような大きなキ リス トの十字架像がある。二十字架の上部にに ラテン
語 のIesusNazarenusRexIudaeoru血(ユダ ヤび との王,ナ ザ レの イ拓 ス)の 頭 文 字.INRIが.



































この丘の上に立ち十字架を仰 ぐ時,「天に向かって どんなに泣 き叫んだ としても,,結局われわれ
ぽ二人で十字架を背負って行かなければな らない」 とr夕 日に寄せる頒』のテーマが再び思い起 こ
され,.一一人 の人間が 己が十字架へ至 る道す が らで 出会 うキ リス トとの 交 わ りを思い,rい ずれ が聖
者』(AnySaintが生 まれた のであ る。
夕 日まではまだ問があるがか西に傾いたやわ らかな日の光を浴びる像を後に,草 原を横切ると丘
の反対の斜面に出る。・西には北 ウェルズの丘陵が続 き,遙 か北には海がある。神父に教わ った道は
す ぐに見つ か った。 その道を しば ら く行 くと,丁 度道 が大 き くカーブした所 に ク レ ッカス ヤコテ ィ
ジが あっ'た。 これ までの文献等 ではCreccasとcが ダ ブって いたが,大 きな石 を積 み上げ た門 に
は,℃recasCottageど・cが1つ であ る。 又,こ れ まで私 が調べた範 囲内 では この家 は1'階が キ
ヅチ ンと居間ゴ:2階た小 さなべ ヅ ド・ル ームが2室 とい う小 さな ものだ ったが,実 際にはL字 型 の,
窓 が ら判断 し`Z少な くともベ ッ ド ・ルー ムが4室 はあ る家 であ る。、現在 の住人 は不 在だ づたの でた
ずねることはできなか ったが,灰 色のスレイ ト葺 きの屋根や外装の白壁の新 しさか らみて,恐 らく
最近増改築されたのであろ う。
Fムス ソの世話 を していた プ レイ ソー 家は1894年の夏 に,当 時修道 院の持 ち家だ った この家 に越
して きた。 そ して 次の年 には,新 しい管理 人 と口論 の末,追 い 出 され る よ うに修道 院を 出た トムス
ソが転が り込んできた。家族同様であったとはいえ,こ の狭い家で8人 が どの ように暮 らしたかは
定 か ではな いが,ト ムス ソに とって居心 地は よか った。 マギー との間は,山 時 の激 しい感情 か ら次
第 に家族愛,あ るいは友愛 の よ うな静かな ものへ と変 わ って行 き,ト ムス'ソが パ1γタサ ファ、を去 っ
て 自然 に終わ った。 その後 マギ ー もこの地 を去 り,生 涯 結婚す るこ ともな く,偶 然 とは いえ トムス
ソが死ぬ3週 間前に心臓病でこの世を去っている。彼女の亡 きあと,彼 女の部屋の額の うし ろ か
ら,黄 褐色 に焼 けた小 さな 肖像画 が妹に よって発 見 された。 それは,恋 を知 り.始めた 頃,'そっ と ト





知 人に紹 介 され た ロソ ドソの フラ ヅ トはW1つ ま りWestユ,EdgwareRdの近 くであみた6
ロソ ドソの中心部なので部屋代は割高であ ったが,ト ムスソに関する取材をす るのには便利な場所
で あ った 。 と い うの は,パ ソ タサ フ ァか ら戻 った 後 の 詩 人 は,PalaceCourtW.2に あ った メ イ ネ
ル象か らあ ま り遠 くない所を 転 々と住み 移 り,晩年 はエ ヅヂ ウェア一通 りを北 西に行 ったKilburn
地区に住み,今 もそ の近 ぐに眠 って い るか らであ る。 … 一
目ソ ドソでの取材 では,私 は一一切乗物 を使わ ぬ こ とに した。 少年 の頃 よ り歩 くこ・との好 きだ った
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トムス ソは,マ ンチ ェス タ ー で も,ス トー リン グ ・トソで も パ ソ タ サ フ ァで も よ.く歩 い た 。 そ れ も何
処へ行 くとい う目的 も定めずY',思い立つ と歩 き出し,1時間でも2時 間でも,それ も速い速度で歩
き続 け る の で あ っ た。 彼 を 知 る人 達 は 一 様 に"atremendouswalker"・と 評 して い る。"Ihave
walkedLohdonstreetsfortwelveandfifteenhourstogetherwithoutevera.thoughtof.
savingmylegs,ofmytime,bypayingforwaftage"G8)と い う よ う}こ,ギ ヅ シ ソ グ も ま た
よ く歩 く人だ った。 恐 ら くこの2人 に と・っては,特 にFソ ドソに おい ては,.何処 かへ 出掛け て行 く
とい うこ とは,.歩い て行 く こ とを意味 していた一 私 もこれ に倣 って ・ロン ドンの巷は歩 くこ どに レ
た。,
トム ス ンは,Pン ドソを 大 別 し て,「 美 しい ロ ソ ドソ」(FairLondon)と 「恐 ろ しい ロ ン ドi」
(Terrible1.ondo皿)と呼ん だ。 家 な き者 に とってRン ドンの夜が いか に不気味 で恐 ろ しいか,「ず
たずたZ'引き裂かれ しわが青春は塵芥の下に葬 られ し」(r天の猟犬』112行)一白らの体験を経て
「恐ろ しい ロソ ドソ」 と呼ぶ トムス ソの放 浪の 日々に関 しては,前 述の拙 論r夢 と忘却 と苦痛 の花
一 フ ラ アゾ ス ・ トム ス ソ と阿 片 』 及r放 浪 と巡 礼 の歳 月 一 フ ラ ン シ ス ・.トム ス ソの 青 春 』(i9⊃で 詳 し
く記 して お り,更 に詩 人 と して活躍 した1890年代 につ いては,rフ ランシス ・トム不.ソと世紀 末』{20》
で論 じてい るので,こ こで は ロン ドンで の多 くの ゆか りの場所 の 中か ら,晩 年 に係 る.「美 しい ロソ
ドソ」へ 出掛 けてみた い。
OxfordSt.はMarbleArchま で 来 る と,BayswaterRoadと 名 が 変 わ るaHydeParkの
北 側を西 に走 る この道 を マー ブル ・アーチか ら1キ ロ程行 くと,右 手に交 通量の 多いベ イ ズ ウォー
ター通 りの喧騒か らは想像できないような静 ・々なピ角があ るδ道路にしては広 く,広携にしては狭
い 石畳 の細長 い広 場兼 道路 を囲む よ うに五 階建 の立派 な寧並 があ るo,ここが づ1レス,、コ「 トで,メ
イ ネル一 家が2代 にわ た って50年近 く住 んだ47番地 の家は 左手の奥 の方に あ る。 この家は1890年Y'
ア リス ・メイネルの父親が残 した遺産によって新築 された もので,当 時流行 っていた赤 レンガの外
壁の切妻造 りである。
現 在 こ の建 物 は"CapellaniaCatolica.、HogarEspa轟al",ロン ドンに 住 む ス ペ イ ン人 の な φ の
礼拝堂 付 の カ トリックホ ーム として使 われ て い る。建 物 り中央2階 の出窓 の下 の壁 にはLondon
CountyCouncilが設 置 したBlueplaqueがあ り,ALIcE箪AYNELL■2847-1922POETAND
ESSAYISTLivedhere:とア リスの名 だけが あ る。 訪 ねた時が 日曜 日の午後だ ったの で,か つ て
は 居 間 だ っ た所,現 在 はClubdeJudbilados'(ClubofRetreat),TeaRoomとし て 使 わ れ て
いる部屋 には,礼 拝を終えた年寄 り達がお茶を楽しんでいた。かつてこの家の中心部であった2階
8.
の書斎 と図書室は,現 在は礼拝堂 と日曜学校の教室として使われてお り,3階以上は以前 と同 じよ
うにゲス ト座 一みやベ ッ ドル ーム と して使われ てい る。
母親 の死後 は殆 ど家 に帰 るこ との なか った.トムス ソに とって,唯 一 この家だけが 「家庭」 で あ?
た0実 生活に無頓着 で,社 会人 として一向に成長しない トムスソに,時 セこ舜腹を立てなが らメイネ
ル夫 妻は.「息子」 と して彼 を扱 い,実 の母親以外 他人 に一切甘 え るこ とのなか った ト・み入 ソも,こ











12時間前,病 院 にあ ったあ りあわせ の小 さな紙 に,メ イ ネルの娘婿,CalebSaleebyが代筆 した
遺謝 こ,ト ムズ ソは 最:後の力 を振 り絞 って署名 を し,生 前 だけ では な.く死 後 の こともメイネル に委
、ねたのであるC'r
エ ヅ'ヂウ ェア 」通 りを 北 西 に 行 .くと,や が て こ の通 りはMaldaVale,次 い でKi置btllnHigh
Road.と名が 変 りキルバ ン地 区に入 る。 古い建物 の中に新 しい高層 アパ 温 トが建 った り・し て い る
が宮 守まいか らみて貧 しい地区 であ る。地下 鉄MaidaVale駅 の近 くにElginAve.W5が あ
る。4階 建の古い建物が並んでいるが,建 物 と道路の間に並木があるので,す すけた赤 レンガもそ
れ ほ'ど見 す ば ら し くな い。 ス トー リン グ トソか ら戻 っ て,パ ン タサ フ ラに 行 くま で の 間,.ト ムネ ン
はここに下宿をした。そ してとの通 りで 復活祭の飾 りに用いる黄色いキングザ リの花を見て1『姉







この詩 は メイネルの三入 の娘Moni6aとMadehne(通 称.Sylvlaと呼 ば れ ・て い た)に 捧 げ
られ,2人 の名 は今で も詩 の中 に生 きてい る。 エル ジ ソ通 りの下宿 か ら,パ レス ・コー トまでは,
Paddington駅か ら美 しい並 木の あるSussexGardensを経 る近道 を行 っで も,徒 歩 で1時 間 以
上 もか か る。1澄が,・"atremendous'walker"のトム ス ソに と ら て は大 した 距 離 で は な く1「美 し
、`・#ソFシ」1を楽 しみなが ら日に土 往復す る ことす らあ った。'パソタサ ァフか ら戻 りた後 も再 び ご
の エ ル ヂ ソ通 りに下 摺 を し28,'31,60番地 と転 々 と し,'最後 に はBrondesb頓増Ro血dNW6.'と,.
更に中心部か ら遠 く・べ移 ったのであった6`'1"
'
この 世 で の 最 後 の10日 間 を過 ご したSt.JohnandSt.Elizabeth病院 ぺ め 入 院 は プaデ ェ
●
スバ リーj3り128番地り下宿か らであった。1棟 め建物を真中で区切った上階建でそれぞれに屋根
裏 部屋が一つ ず つあ る右側 の家 である。私に とって幸い なi4とはゴ プ レス トソの時 と同 じよ うに,1
増 改築 のた あ大3が2入 働 いてお り,中 を見 るこ とが出来 た ことであ った。2ケ 月 にわ た って トム
ス シのゆか りめ場所や建物を訪ね歩いたが1当 時めままで残 ってい るものは殆 どなかった。この建
「




小ムス ソが使 ったとされ る屋根裏部屋はまだ取 り壊 されていなかった。急な階段を登ると小部鼠
が あ り,出 窓か らは近 くを7Lる鉄道が 見え るポ死 を前 に した トムス シは,1暗澹 たる思い で窓 か.らの
風景を眺めていた。かりては喜びを与えて くれた鉄道の風景 も,弱 り果てた身には恐ろしい悪魔の







明 日は 帰 国 とい う最 後 の 日,早 朝 に フ ラ ッ トを 出 た 。St.Mary'sCatholicCemetery,Kensal
Greenに'ある トムヌ ソの墓 を訪ね るため である。West10であ るか ら徒 歩で どの位 の時間が かか る
の か見当がつ かない。4月f3あ れ ほ ど寒 く,'冷た い雨の降 る 日ぽか りだ づ'たのた,.5月10日頃か ら
20日以上 も雨が降 らずfそ の上英 国では異常 といわれ るほど暑 い 日が続 いてい る0・ス プ リソ ク ラ ー
の設備のない公園の芝生は枯れはじめている。!・1
墓地 までは2時 間半ゴ まるで 『天 の猟犬』・の主題Lave-Chaseのよ うであ る。.そし てChaser
は墓地に着いて行 きず まる。入nを 入ると直 ぐに小さな教会があるが,人 は誰 もいない6それに墓
地 は想像 していた よ りもは るか に広 く,墓 の数 も多い 。 この中か らど うや って一つの墓 を探 し臨せ
るのだろ う。唯一の手掛 りは,写 真で知 っている墓の型だけである。ただその墓は特徴のあるもの
で,あ の ナ ウエ γズ ・カ レ ッヂの石刻 を彫 った エ リック ・ギ ィルが制 作 した石棺 を, そのまま地上
に置いた ものであ る。
i
暑し瑚 熊 刎 を3・分,聴 聞,そ して21欄,墓 石や石髄 一つ÷?チ ・・凡 て歩いた・
L
そ
れ で も見つ か らない。3時 間 を過 ぎ,残 りは墓 地 の一 番奥の部分 だけ となった。 そ こで思いがけ な




と尊敬 を ・ムスソが抱 いて きた ア リス の 墓 で あ1望 搾










よ りに な り,疲 れ は て て 道 端 に座 り込 ん で し ま つ 》柔
だ...、 ・:… … ら・ 　 総 噸






両側に念 入に何度 も見 たのに何 故 に気付か なか った の だろ う。 発会 当時 は"FrancisThompson
Society"で,現在 は"TheEighteenNinetiesSociety"の発 起 人 の一 人Dr.GeorgeKrish一
nam庶tiがイ ンタ ビューの折 りに,「 トムス ンの墓 の全 貌は写 真 に とれな くな って しまい ま した」
と言 っていた意味 が判 った。 見つか らない訳 であ る。 小 道 と石棺 の問にInLoving・Memoryof
MarcoRebecchi19ユ2-1975と刻 まれ た 平 で 高 い 墓 標 が,石 棺 を 覆 い 隠 す よ う),rf`てられ て しま







枚数 り関係 で,・ここでは訪れ た所 の半分 も記 録 してい ないが,ト ムス ソが メイネルに初めて 会 っ・
た,,当時 ル伽7ッEnglandの 編:集室 が あ った43EssexSt.WC3を 振 り出 しY',2ヶ 月 以 上 に
お よぶ`love-chase'は終 わ っ た 。 『天 の 猟 犬 』 の 追 跡 者 は,い つ も"unhurringchaseandu皿・
perturbedpaee"と一糸 乱れぬ悠 然 と した歩 調 であ ったが,限 られ た時 間で一人 の人間の生誕 か
ら死 まで の48年 間 の足 跡 を追 った 私 の場 合 は ゴhurryingchaseandperturbedpaceであ っ た 。
しか し,追 跡 は一 応終 わ った。 急 に疲 れ を覚え,が っ く りと肩 を落 として墓地 を去 った。1989年6












(9)1飯4.市 河 三註釈。研 究社英 米文学叢 書。pp.4-5.







(16)No・噸 鴫 聯 ρ爽、ρψ ・8・ρρ11ρ・・i…'






















ciatedwithFrancisThompso皿.Likea"Love-Chaser"in脳 θHound {ザ 左記 αz招π,the
・authorchasedandstoodandstaredateverycornerofthoseplaces with.whichthe
poethadanyconnectionduringhisli#e.
ThejourneystartedfromthemanufacturingtownandcountyboroughofPreston
inLancashire,wherethepoetwasbornandbroughtupuntiltheageoff ve,The皿it
wentonto止eVictoriaUniversityo{Manchester,originallyOwensCollegewhich
wasfoundedin1851,whereThompsonspentsevenid盈eyearsa:amedicalstudent。
ThompsonclassifiedLondonintotwocategories;"FairLondon
"
a皿d"Terrible
London.""TerribleLondo皿,,wasrepresentedbyhisexperiencesin hislatetWenties,
whenhewashomelessontheLondonstreets,plaguedbyillnesswhenheb camea
opiumaddictandpovertystricken.Theauthorshowshisconcernregardingthisarea
inhisearlierpapersentitled:``The】fears(ゾWanderingandP〃8γ'〃 η8・θ,,(1975)and
``7フtoliYo"{ヲ7ρブDream:OblivionacidPain」Francis7協oη2ρsoηand」 乙απ4αフπ6〃2"(1976).
Thispartofthestorycanthereforebeputaside,andheretheaspectof``Fair
London"andthepoet'srestingplaceinKensalwillbeconsidered.
Sto∬ingtoninSussexisasmallopencountrysidevillagewhereT ompson玉ived
forabouttwoyearstoundergotreatmentforhisopiumhabit.Meanwhile,hewrote
manypoemsincludingoneofhlsmasterpieces,048totheSetting5卿2.Herehehad
spentexquisite童yquietandpeacefuldaysatthemonastery.He the皿wenttothe
FranciseanmonasteryatPantasaphlnthenorthofWa且es,andlived foraboutfour
years,Heretheauthor'sinterestisfocussedonthepoet'sfruitlesslovewithalocal
9量rl,Margaret.
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